
※ �受託資産残高は、ＳＯＭＰＯグループからの受託資産と、助言残高を
含んだ数値です。

※ 端数処理の関係上、合計が100％とならない場合があります。
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合計
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14％

■受託資産残高の資産別内訳（2026年3月末）
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投資信託事業統括役員
執行役員

井上 武宣

投資顧問事業統括役員
常務執行役員

榊原 一久

当社は、主に個人投資家や金融機関を対象とした「投資

信託ビジネス」と、年金や課税団体等の機関投資家を対象

とした「投資顧問ビジネス」を展開しています。

2024年度からスタートした中期経営計画においても、お

客さま起点での判断や取り組みを加速するため、社内体制を

「投資信託事業」と「投資顧問事業」の2事業体制（担当役員

制）を継続しています。各事業統括役員のもと、当社はこれ

からもお客さまへの提供価値の最大化に取り組むとともに、

「お客さまの数を増やす」、「お客さまとの関係を強化する」、

「パートナーとの信頼関係を高める」取り組みを深化させて

まいります。

投資信託事業と投資顧問事業の両ビジネスを通じて、お

客さまから受託した資産残高（2026年3月末）は、4兆

3,128億円になりました。

当社が受託している運用資産は、国内外の株式や債券

に加えて、バランス／マルチアセット型商品やオルタナ

ティブ商品など、多岐にわたっています。資産別の内訳で

ウェイトが高いのは、国内株式32％（1兆3,774億円）と

外国債券24％（1兆502億円）です。外国株式（4,361億

円）ならびに国内債券（4,226億円）はそれぞれ10％と

なっています。

事業概況

お客さまを起点とした2事業体制（投資信託事業・投資顧問事業）

受託資産残高



投資顧問ビジネスの受託資産残高の推移は右表のとお

りです。（ＳＯＭＰＯグループからの受託資産と、助言残

高を含みます。）

2025年度の残高は前期末から718億円増加し、2兆

5,470億円になりました。

公的年金等の大口解約等があったものの、良好な市場

環境を背景に時価が上昇し、全体として純増となりました。

当社は、アルファショップとしてアルファ創出

力やサービス価値提供力を強化するため、イン

ハウスによる運用の他、外部委託運用のゲート

キーパー力の強化に努めています。

当社は、伝統資産およびオルタナティブ領域に

おける外部委託運用の商品開発を強化し、ライン

アップの拡充に努めています。

結果として、公的年金・私的年金先における

採用件数は着実に増加し、私的年金においては

受託資産残高の増加に結びついています。
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投資信託の資産残高※の推移は右表のとおりです。

2025年度の残高は前期末から3,755億円減少し、1兆

7,658億円になりました。

良好な市場環境を背景に、公募投信でファンド設定が

好調だったものの、私募投信の解約が影響し、全体とし

て純減となりました。

※ 公募投信と私募投信の残高の合計値

公的年金·私的年金の受託資産残高と受託件数の推移

■投資顧問の受託資産残高の推移

■公的年金 · 私的年金受託残高と受託件数

■投資信託の資産残高の推移

投資顧問の受託資産残高の推移

投資信託の資産残高の推移

事業概況


